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休 ・退学者数を, I期〔1980～81年度 (昭和55
～56年度)〕,その8年後にあたるⅡ期 〔1988～9
年度 (昭和63～平成元年度)〕,さらにその8年後

































表 1.休学 ・退学学生 (学部)の推移







32(0.7%)   44(0.9%)








74(1.3%)   79(1.4%)
86(1.4%)  126(2.1%)







678(10,1%)  118(1.8%)  166(2.5%)















































































=F底:    82   83   84   85   86   87   88   89   90   91   92   93   95   97
休学  0.9
退学  1.0
0.9   0.8   0.9   0.9
1.0   1.1   1.2   1.1
1.0 1.1   1.2   1.3   1.3   1.4   1.4   1.6   1.8
























































































































































て 「教養科 目は手抜 きを して も」 という思い上が
りがあった。その結果,時間の経過 とともに勉学
意欲が低下 し,社会的には孤独に陥 り,そ の心の
隙をカル トに乗 じられて 2年間を無為に過 ごすこ
とになった。 また両親は,TOが 4年間ほとんど
登校 していないことを知 らなか った。彼 は在籍 5
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